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C-PRESS の Ｃ はCMIC の ＣとＣｏｍｍｕｎｉｃａtｉｏｎ の Ｃ。

メディカル･ヘルスケア分野に関する話題を中心に季刊誌として発行しています
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Dａtａ Ｗａtｃｈｉｎｇ
五感は健康のバロメータ

４　　対 談

ゼロから築き上げる努力が
独創的な成果につながる

大村 智×中村 和男
北里大学特別栄誉教授

日本学士 院会員

シミックホール ディングス 株式 会 社

代 表 取 締 役 ＣＥＯ

1２　 ＳＣＩＥＮＣＥ ＦＲＯＮＴＩＥＲ　 最 先 端 の 現 場 から③

ノンフィクション作 家　 山 根 一 具

史上最大の電波望遠鏡
｢アルマ｣が捉えた惑星誕生の現場

１４　 ＦＩＮＤ ＥＲ － ある挑戦の記憶

統計学者 ナイチングール

1６　 ＮＥｗs＆ＴｏＰＩｃs

・日本と米国に研究所を有する唯一の分析ｃＲｏ

rＪｃＬバイオアッセイ｣がシミックグループに仲間入りしました

・シミックグループ入社式2015

・ｃＭＩｃ ｖＩＥＴＮＡＭ ｃｏＭＰＡＮＹ ＬＩＭＩＴＥＤ

・Ｌ-ＦＡＢＰが医工連携事業化推進事業にてモデル事業に選ばれました

・日経ｗｏＭＡＮｒ女 性が活躍する会社Ｂｅｓt100｣で59位にランクイン

・シミックグループは今年も｢ブラジル巡回診療活 動｣を応援します

１８　 ＣＭＩＣのＩＮＧ
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19　 ミスターか っちりくん のみ かけ によらずレシピ!
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連載3回目テーマ

五感は健康のバロメータ

嗅覚がない高齢者は健常者より

倍も
死亡リスクが高い

－

者
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※シカゴ大学 の研究 チームによる調査 結果より

ｙ

・
１

・
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いろいろな匂いを嗅ぎ分けられますか?

嗅覚が重要な健康バロメータになる可能性

近 年､ におい と健 康 の 関 係 に 着 目し た研 究 が 進 ん でい ますｏ米

国･シカゴ 大学 のJaｙａｎt Ｐｉｎtｏ氏 らの研 究グループ が57 歳 から85歳

の 男 女3,005 人 の 嗅 覚 や健 康 状 態･既 往 症･生 活 環 境 などを調 べ 、5

年 後 に追 跡 調 査を行ったところ､嗅 覚を失った 高 齢 者 が5 年 以 内

に死 亡 す る確 率 は 嗅 覚 に異 常 が ない 高 齢 者 の3.37 倍ということが

わ かりました。

嗅 覚 の調 査 はフェルトペ ンに染 み込 ませ た5 種 類 の香り(バ ラ､皮

革､ オレンジ､魚､ ペ パ ーミント)を被 験 者 が 嗅 ぎ分け､ 正 常 に嗅 ぎ分

けられ ない 香りが4 つ 以 上 の場 合 を嗅 覚 消 失 者､2 ～3 つを嗅 覚 低

下 者､1 つ 以 下 を嗅 覚 正 常 者 と判 定して います。そ れぞ れの5 年 死

亡 率 は､ 嗅 覚 消 失 者 が39 ％､ 嗅 覚 低 下 者 が19 ％､ 正 常 嗅 覚 者 が10

％で､ 嗅 覚 が 低 下 するに つ れて死 亡 率 が 高まるという傾 向 が 明

らか になりまし た。もちろん､ 嗅 覚 の 低 下 あるい は 消 失 が 死 の 直 接

的 な要 因で はありませ ん が､ 嗅 覚 の低 下 が 身体 の 何らか の 異 常 に

先 行し て現 れるので あ れ ば､ 高 齢 者 の 死 亡リスクを判 定 する上 で

重 要 な手 が かりとなる可 能 性 があります。Jaｙａｎt Ｐｉｎtｏ氏 らの 研 究

グループ で は､ 嗅 覚 は人 間 の 健 康 にとって｢ 炭 鉱 のカナリア｣ のよう

な存 在 と考 え､ わず か3 分 で行 えるこの 検 査 方 法 が 有用 であ ること

を確 か めるべ く嗅 覚と余 命 の 関 係 につい てさらに研 究を進 めて い

るそうで す。

嗅 覚 に 関 連して 興 味 深 い 研 究 は 他 にもあります。麻 薬 探 知 犬 や

人 命 救 助 犬 など嗅 覚 を生 かした職 業 犬 が 多 数い ます が､ ガンを見

つ けるガン探 知 犬も訓練 されてい ます 。ア ーカンソ ー大 学 の研 究で

は被 験 者 の 尿を嗅 ぎ分 けさせ ることで 甲状 腺 が んを88 ％の確 率で

検 知しています。また九 州 大 学 の研 究 では 大 腸 が ん患 者 の 呼 気を

つ めた容 器 を5つ の中 から選び 出 すテストで正 解 率91 ％､呼 気 の代

わりに便を用 い た場 合 には正 解 率97 ％と非 常 に 高い 検 知 率を発 揮

しています。ただし､1 頭 あ たり数 百 万 円 の訓 練 費 用が か かり､1日5

検 体 程 度し か検 査 できない ため､ イヌを使 ったガン検 査 の普 及 は 難

しそうで す 。今 後 はガ ン特 有 のにお い の 原 因 物 質 の 特 定 をして電

子 的 な嗅 覚 システムを構 築 することが目標 になりそうです 。

におい と健 康 の 関 係 は まだまだ 発 達 途 上 の 分 野 。ウェアラブ ル

端 末 やビッグデ ータなどIT 技 術 の 向 上 でさまざ まな健 康 デ ータが

取 得しや すくなって きた今､ こ れまであ まり注 目されてこなかった 指

標 が 健 康 状 態 を判 断 す るのに 重 視 される時 代 が やってくる かもし

れませ んＯ
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紅年2億 人もの 人 を々病 魔から守っている薬を

ご 存知でしょうか｡この 偉人な薬のもととなる

エバーメクチンを発見し､( 米)メルク社と共同で

動物 だけでなくヒトの寄生虫 薬としても有効な

イベルメクチンに育てたのが

人村智北111人学特 別栄 誉教 授です 。

熱帯 の風ll 病 であるオンコセルカ症に劇的な効 果がある

この薬 により撲 滅活 動が 人幅に進展したことが評価され、　1

人村教授 は咋年日本 人として初めてカナダ･ガードナー国際 保健賞を

受 賞されましたノ ーベル生理学･医 学賞と並び医 学 界最 高峰の

栄誉を勝 ち得た研 究開発の裏 側にはどのような経 験や哲学 があったのか、

中村ＣＥＯがお 聞きしました。
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Ｓａｔｏｓｈｉ Ｏ 阻ｕｒａ χ Ｋａｚｕｏ Ｎａｋａｍｌ ｒａ

自 ら 考 え 実 行 す る 経 験 の 積 み 重 ね が

大 発 見 の 素 地

中 村　 大村 先 生､ガ ードナー国際 保 健賞 の受

賞お めでとうございます｡ 私も先 生と同じ 山梨

県出身 で小さい 頃は科 学者になりたいと思って

い て､父 親が作ってくれた掘っ立て小 屋 で化 学

実 験をしたりしていたのです が､ 大学 で遊 びを

覚えてしまい 科学 者とは全 然 違う道に進 みまし

た。それでも三共 に入って､プラバスタチン(メバ

ロチン)というクスリの 開発に携 わることが でき、

画 期的 な高 脂 血症 治療 薬を世に出すことに少

しは貢 献できた のかなと自負してい ます 。振り

返ってみると大 村先 生 の百分 の一ぐらいのこと

を追っかけてきたように思います が､イベルメク

いろいろやっていましたが､ 一方 で単 位を取ら

なければ 進 級･卒業 できませ ん。山に一 週 間も

篭ってトレーニングして戻ってきてからみんなが

やっていることの 情 報を集めて勉 強 するので、

ものすごく時 間を詰めて物 事 を考えて一 気 に

やってしまわないと遊 べない。そういったやり方

を繰り返してい たのが 集中 力を高 めるいい 訓

練になりました。

中村　 先 生 は北 里 研 究 所で自らの研 究 や後

進 の指 導を行いながら本 を書 か れたり美 大 の

チン1で 成功された先 生の 独創 性はどこから出　　
“ Ｓ

てくるものなのでしょうか。

大 村　 振り返ってみると常に実 地で学んできた

と思 います 。生 家は農業をやってい まして､堆 肥

を作るにも芋の 芽を出す にも配 合 や苗 場 の管

理などを常 に工 夫しなけ ればなりませ ん。今 思

えば それらは みんな科 学 です が､ 科 学と意 識

せず に実地 で学んできました。この経 験が 自分

自身で 考えて物 事をやっていく自信 になってい

ます 。理 論 はあまりやってないけど実 地はたくさ

んやってきた､という自信 があるので何か 来ても

やってやるという気 持ちになるのです。

中村　 私もコンパクチンの 開発を夢 中でやって

いる時期もありましたが､ そういったお 話を聞くと

私 は科 学 者 ではないと実 感します｡ 先 生 の 集

中力というか執 着 心といったのも世 界的 な学 者

になられる原動力 だったと思うのですが､どこで

身につけられたのでしょうか 。

大 村　 学生 時 代 にサッカー､スキー､卓 球など

理事 長もやられていて大変お忙しいと思います

がそうした経験 に裏 付けられているのですね。

大村　 健康 管 理が下 手でしょっちゅう病気 をし

ているような気 がします が､ 親からの遺 伝 なの

か知 識 欲は衰えていませ ん。夜中に起きだして

山積 みしてある本を読んでコピーを取って安心

してまた寝るとか｡ 高 校･大 学時 代 に遊 んでし

まったことを取り返さないといけ ないという気持

ちに追 われ ています｡ 遊び がプラスになってい

ることもありますが､ まだまだ知ってお かなけ れ

ばならないことが たくさんあると思っています。

中 村　 若い 人たちに聞か せたい 言葉で すね。

大 村　 人 生 は習 慣 の織 物といい ますが､ 取り

戻 そうというプロセスが 習慣 になって絶えず知

識を追い かけている気 がします。最 近は入って

くる知 識より出 ていく知 識のほうが 多くなってき

ていますが､出 ていった分の三 分の一 は戻 そう

と努力しています。

中村　 研 究 者 の中には集中 力が 高くても周り

が見 えない 方も多い ですが､ 先 生 の場 合は 集

中力 があるだけでなくて周りの人たちがしっか

りついてきている。人との関 わり方を大 事にして

いる印 象が 強いのです がどこで学 ばれ たので

しょうか。

大村　 スキーを通してですね。私は 高校2 年で

スキーを始 めたのです が､高 校3 年には青 年の

部を含めた県 大会 で優 勝できました。そ れがで

きたのは横山 隆策 先生2のグループで学べ たこ

とが大きいと思います。横 山先生 は新潟 の伝 説

的 スキーヤーでお 子さんたちが 全国 大 会で獲

得したメダルの数が30 いくつもあり､まわりに集

まってくる人も切 磋琢 磨している。ちょうど長 距

離 スキーに強い北 海道に学ぶところから独自で

力 をつけ て伝 説の 時代 を築く頃でしたので私

の 仲 間にはオリンピック選手が 何人もいます。ス

キーが上 達しただけ でなく､こうしたレベ ルが 高

い 環 境で学 ぶことはい かに力をつけるかという

点を学 びました。科 学でも同じで､ なるべく高い

レベルに自分 や 周りの若 い人 たちを置くように

努力し､ 人との付き合いを大 事にしてきました。

そのおかげ で後 に開 催 することになったＫＭＣ

セミナー3で はノーベ ル賞 を取られた方 やい ず

れノーベル賞を取 るような方々に講演してい た

だき､参加 する若い 人たちのレベ ルを高めるこ

１：マクロライド類に属する腸管糞線虫症の駆虫薬｡ 家畜の抗 寄生虫薬として､またイヌのフィラリア予 防に使われる｡後にアフリカで蔓延していた

オンコセルカ症(河川盲目症:ブユが媒介する感染症)の治療薬としても使われる(商品名メクチザンとしてメルクが無償供与)｡年間2億 人が服用していると推計されている。

(出典) 馬場錬成｢ 大村智2 億人を病魔から守った化学者｣ 中央公論新社

２：横山隆策:日本で初めてアクロバットスキーを行ったスキーヤー。

長男の久雄氏は元クロスカントリー選手･指導者でﾄﾘﾉ 冬季パラリンピックのコーチ兼ワックス技術者o孫にあたる寿美子･久美子姉妹もオリンピックに出場。

3 : ＫＭＣ:Kitａsａtｏ Ｍｉｃｒobial Chemistｒｙ。

30年 間に渡り500回以上開 催｡ 講演者のうち150 名以上を外国から招 聘。
５
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とが できまし た｡一 期一 会､ 人との 付き合い は

とても大 事で すね。

研 究 費 の 仰 傑 に 成 功 し 人 材 を 育 て て]

研 究 を 経 営_

中 村　 研 究 者 には人 付き合いが 悪くて｢ 自分

だけ が｣ という方 がい ますが､ そ れとは対 照 的

に伸 びていく人たちは 人付き合いもきちっとでき

る｡私もノーベ ル賞を取られた方 々とお付き合い

させてい ただいていますが､ 先生 の師 匠はどの

ような方でしたか 。

大 村　 アメリカでの 師 匠であるウェスリアン人

学 のテイシュラー教 授４は 会 員 数16 万 人を要

するアメリカ化 学 会の 会長を務め た方であり、

秘書 の使い方 が非常 にうまい方 でした｡口本で

の 秘 書の イメージとは 異なりかなりの部 分を任

せてしまう｡手 紙も骨 子を伝えるだけ｡ そうした

優 秀な秘 書が3 ～4 人いるので す｡ 私も参 考に

して目本に帰ってきてから助 手の一 人に秘書 の

勉 強をしてもらいました。私かこれだけ研 究と研

究以 外のことができたのは秘 書のおかげです。

中村　 秘書といえば女 性が多 いと思います が、

先 生は 女性 に対して非 常にチャーミングという

か女性 に好 かれる雰 囲気を持っています ね。

大 村　 それが 非 常に人 事 なことで ね｡ 世の中

の半 分は女 性 ですから(笑)｡ 先日､とある艇覧

会で挨拶させ てい ただいた際に[日本一一のフェ

ミニスト]だって自慢させ ていただきました(笑) 。

なんといっても女 子 美 術人 学 の理 事 長です か

らねって｡ それはともかく､いままで女 性を顕 彰

するということがあ まり考えられてこなかったの

で､美 術 館5を作るときにも女 性を顕 彰しようと

思っていました。

中 村　 大 村先 生 は 多くのファンをお 持ちです

ね｡話 が 戻ります が､アメリカに渡って研 究を進

めイベ ルメクチンの 開発 に繋 がるまでに大 変な

ご苦 労があったと思いますがい かがでしょうか。

大 村　 貧 乏研 究所 でしたので研 究 費の 確 保

に苫 労しました｡1973 年 にウェスリアン大 学から

日本に戻ったのですが､当 時の日本は 発展途 上

国ですから研究 費が不足 することは目に見えて

いました｡そこで帰 国前 にアメリカで研 究 費を確

保 することに取り組みました。NIH6 や製 薬 企業

からの研 究 費の導 入を目指した結 果､メルク7か
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ら年 間8万ドル(肖 時のレートで約2400 万円)を3

年 間獲 得することが できました｡ メルクには最 終

的に20年に渡ってサポートしてもらいました。

もう一 つ苫 労したのは 人材 です｡ 私か 研 究

室を持ったときは部 下にドクターが1 人もい ない

状 態でした｡ 修士 が1 人､ 学卒 が1 人､ 高卒 が2

人といったところでした｡資 金は用意 できてい た

ので まずは 全 貝に学 位を取らせるようにして、

人 材に力をつけることから始 めました｡自分か

やりたいことは多 少後 川しにして､そ れぞ れに目

標とする分 野や 人物などを設 定してとにかく力

をつけてもらう｡そうして研 究 室に力がつい てく

ると優秀な人材が 集まるようになります｡おそらく

日本でポスドクを雁った初めての研 究 室だと思

いますC.1

私 は｢ 研 究を経営 する｣とｄつてい ますが 、

最 初に考える事は何の研 究をするかということ

です｡ 私はその頃 構造 決定 か専 門 分 野でした

が､ 微 生物 が作る有用な化 合物を探 索 する研

究には多くの問題 が残されていました｡いろい

ろな技 術の導 入もしなければならない｡しかし、

そうしたことは若い 人たちに任せ てとにかく研 究
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を進 め るた め の 情 報 収 集 に 努 め まし た｡ こ のと

きにこ れ まで の 人 付 き合 い･ 人 脈 が 役 立 ち まし

た｡ い ろい ろ な 人 に 質 問､ 相 談し な がら 研 究 室

の 方 向 付 け が で きたし､ メル クの 求 め るもの を

掴 ん で テ ーマ を 決 めることもで きまし た 。こうして

資 金･ 人 材･ テ ー マを 揃 え､ そ の 成 果 を上 げ るこ

とで 社 会 還 元 す る｡ こ れ が 私 の目 指 す｢ 研 究 を

経 営 す る｣ ということに なります 。

海 外 に 研 究 成 果 と 人 材 を 売 り 込 む

中 村　 先 生 はい ま｢ 情 報 を集 める｣ と簡 単 に 仰

い まし たが 当 時 インター ネットはもちろ んなくて 電

話 代 にし ても高 額 な 時 代 だと思 い ます｡ ど のよう

に情 報 を集 め たの でしょうか 。

大 村　 い た だ い た 資 金 で 行 った研 究 の 成 果 を

持って外 岡にしょっちゅう行っていました ね｡日

本は相 手にしませんでした｡ 私は高校 の教 師を

務 めてから 大学 に戻って研 究 者になりました

が､そのときに父が 心 配して調 べ たところ｢ あな

たの息 子さんの学 歴で は講 師 止まりだから教

師を続けて校 長になったほうがいい｣ と言われ

たそうです｡ それならば 外 国を相 手 にや れば

い いじゃない かと考 え､論 文 は す べて 英 語 で

まとめ てい ました｡ おかげ で外 国に多くの友 人

ができました。

中村　 私 の恩 師 の五 島雄 一郎 先生8も外 国に

行っても人を引き付ける魅力を持っていました。

食事 のマナーは悪く､音を出して食べるので普

通なら外国 人には嫌がられるのですが 周りの人

はあたたかく微 笑んでいました｡先 生のところに

はとに かく人 が 集 まっ てくる。パ ーティーで は 炭

鉱 節 を踊 ったりして みん なとワイワ 刊 中間になる。

語 学 力 はい わ ば ジャパ ニ ー ズ 英 語 でし た が 、

ユ ー モアが あり､エ ネル ギ ーが あり､そしてしっ か

りとした サ イエ ンスを 持っ てい る。非 常 に 人 間 的

な 魅 力 に 満 ち 溢 れ てい て､ 世 界 の 一 流 の 学 者

から一 目 置 か れ る存 在 の 方 でし た 。大 村 先 生 も

そうし た 関 係 を作 ら れ たと思 い ます が､ 外 国 に

行って 積 極 的 にや ったことは なんで す か 。

大 村　 当 時 の 教 授 とし ては 珍 しく年 に5､6 回 は

外 国 に 行 ってい まし てパ ス ポ ートは 積 み 上 が る

ほ ど 何 冊 に もなりまし た｡ そし て｢ 必 ず こ れ だ け

は 説 明し て 研 究 費 を 出し てもらう｣ と決 め て 気

合 を 入 れ てい ました 。そ の 結 果 いろ いろ な仲 間

が できて 支 援し てもら えるように なり､アメリカに

４：ティシュラー( Ｍａｘ Tishleｒ):化 学博 十 。

メルクで 長らく研 究を行い､ ビタミン12､ ペニ シリンなど の製 造 に携 わる｡1970 年Ｗｅs】ｅｙａｎ Ｕｎｉｖｅrsitｙ教 授｡1987 年 アメリカ国 家 科 学 賞を受 賞 。

５：韮 崎 大 村 美 術 館｡2007 年10 月設 立｡ 展 示品 は 大 村 氏 が 収 集したもの( 後に 韮 崎市 に 寄 贈) 。

6 : ＮＩＨ:Ｎａtｉｏｎａｌ ｌｎstitｕtｅs ｏｆ Ｈｅａｌth(アメリカ国 立 衛 生 研 究 所) 。

７：メルク:Ｍｅｒck ＆C0.( 米 国 メルク)。1891 年 設 立｡ 世 界 の医 薬11111売 上 高 第5 位｡11 本 におけるブランド名 はＭＳＤ 。

８：五 島 雄 一一郎:医 学博 士｡ 動 脈硬 化 学 会が｢ 五 島 雄 一一一郎 賞｣ を創 設し中堅 研 究 者 を顕 彰している。

７
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｢ サトシを応援しろ｣と言ってくれる方まで 出てき

ました。ありか たいことです。最 近 は1､2 回しか

行きませ んが､ 全 盛 期 には先 方の 研 究 者と空

港で待ち合 わせてラウンジで議論してからすぐ

飛 行 機で帰ってくるなんてこともありました。

中 村　 私も外 国に行って背 中を押してもらった

経験 があります。メバロチンで成 功したときに親

や会社 の皆さんは｢ おめでとう。これで出 世する

ね｣ などと言ってくれました が､ 外 国 の 仲 間 は｢

おめでとう｡それで 次は何をやるんだ?新しい

ことをや れ｣ と後押ししてくれました。それが 三

共を辞 めて独 立 するきっかけになりましたね。

大 村　 中村 さんの 今があるのはメバロチンで

いろいろ経 験したことがＣＲＯのパイオニアとし

て創 業されたベ ースになっていると思い ますが

いかがで すか。

中 村　 そのとおりです ね｡ 海外 に行ってノーベ

ル賞を受 賞したゴ ールドスタイン博 士 やブラウン

博 ±9らと話させてもらうと､みんな過 去 の経 歴

や 肩 書きは気 にせ ずに[ 君 はどう考えるのか]

と気さくに声を掛けてくれる。当時 肩 書のなかっ

た私にとっては大変 勇気 づけられました。

大村　 実 は 私かアメリカに 行くとき､北 里 研 究

所の上司 である秦 先生10と暗 黙 の約 束をしてき

ました 。ひとつは 十 分

な研 究 費の確 保。もう

ひとつあっ て秦 先 生

の部 下が 外 国で研 究

できるようにすること。

そこでそうした人 材を

紹 介して 回る わけ で

すが､何 人かは｢ 私は

Ｏ Ｏ 大 学 を出 まし た 」

と い うと こ ろ か ら 始

まってしまう。こ れ に は

ガ ックリし まし た 。「 私

はこ れ から ● ● をや り

た い 」と伝 え ること か

ら 始 まら な い ようで は

ダメ。

中 村　 肩 書 きで 始 ま

るような自 己 紹 介 で は

ダメ で す よね 。何 しろ

アメリカで は 非 常 に 偉

い 方 でも気 さくな 方 が

多 い 。ノ ー ベ ル 賞 を

取 っても大 社 長 になっ

ても自ら車 を運 転 し て

い ろい ろ 案 内し てくれ

た りす る｡ 日 本 で 偉 く

なった ら危 な い か ら車

の 運 転 は す る な､ ス

キーはするなと制 限されてしまいますが､ 彼らは

自分 の人生･生き方を持っていて､それらを大事

にしている｡それが 人間 的魅力となり人とのネッ

トワークにつ ながる｡そうしたことをずい ぶん教

えられました｡先生もレベ ルの高い方 々と接する

ことで学ば れたことが多 いと思い ますがいかが

ですか。

既 成 概 念 に 捉 わ れ な い 研 究 環 境 が

大 き な 成 果 に 繋 が る

大 村　 なるべ くレ ベ ルの 高 い 人 た ちとお 付 き合

い す るようにし てい ます ノ ーベ ル賞 を 取 られ た

方ともお 会 い す るととても気 を 遣 って 始 め は 緊

張し て いる の で す が､ あ っという間 に緊 張 が 解

け て 話 が 進 んでい くこともよくありました｡ 私 か は

じ め て お 会 い し た ノー ベ ル 賞 学 者 が コレス テ

ロ ー ルや 脂 肪 酸 の 生 合 成 の研 究 で 有 名 なコン

ラッド･ブ ロッ列 専士 で す｡ 後 に彼 とは 私 達 が 発

見し た セ ルレニ ンの 共 同 研 究 を す ることに なっ

たの で す｡ 実 は セ ルレニ ンの 発 見 は1967 年 でメ

バ スタチ ンの 発 見よりも数 年 早 い んで す よ。ただ

セ ルレ ニ ンが 阻 害 す るの は コレ ステロ ー ルで は

なく脂 肪 酸 でした が､ メルクがこ れ に注 目し て 多

量 の サ ンプ ルを 要 求 して きたことが ありまし た 。

実 際 に 実 験し て 脂 質 の 低 下 作 用 が あ るか 調

べ まし た が 残 念 な が ら効 か な か った 。引 き続 き

ＨＭ Ｇ-ＣＯＡ１１の 研 究 を 進 め て い たところ にコ ン

パ クチ ンが 出 てきて驚 い た の で す が そ れ でもメ

ルクが 追 い かけ られ た の はセ ルレニ ンで の 実 験

が ベ ースにあ ったか らだと思 います 。

中 村　 か つ て の 私 た ち の グル ープ は 世 界 で 最

初 にＨＭ Ｇ-ＣＯＡレダクターゼ､ つ まりコ ンパ クチ

ンを発 見しまし た が､ 発 が ん性 の 問 題 が あっ た

影 響 で 臨 床 開 発 を中 止し ました 。当 時2 番 手 に

い た メルクは 最 大 の コンペ ティターで､ 最 初 のコ

レステロ ール 合 成 阻 害 薬 は メルクか ら発 売 さ れ

ました｡ 彼 ら が 素 晴 らしい なと思 ったの はリスク/

ペ ネフィットの 議 論 が で きて い まし た 。当 時 の 日

本 で は 少しで もﾘｽｸ が あ れ ば ダメという風 潮 で

した の で､ 私 は 大 変 悔 しい 思 い をしまし た 。こ の
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ことは 今 で も深 く心 に残 ってい ます 。

大 村　 私 か 係 わった エ バ ーメクチ ンも日 本 で は

開 発 できなか ったと思 い ます｡LD50 が６ｍｇ/kg

な んて 毒 性 が 強 す ぎると判 断 され てし まう｡ メ

ル クで は 考 え が 違 う。ど の くら い で 効 くか が 中

心 で す 。そ うす るとい ままで の｢ 抗 生 物 質 は 数

百 ｍｇ/kg 以 上｣ とい った 概 念 は 変 え なけ れば

ならない 。非 常 に 柔 軟 性 が あ った の でメ ルクと

や れ て 良 かっ た 。

中 村　 サ イエ ンス で 議 論 が できて 世 の 中 の 理

解 が 早 い の が 欧 米 の 魅 力 で す よね。日本 で は 、

リス ク/ ペ ネフィットのロ ジカルな 議 論より､ 少し で

もリスクが あ ると中 断 してし まうとい う情 緒 的 な

議 論 をし てしまう風 潮 が あ ります 。もっとロジカ ル

な 議 論 をす るように 国 民 の 文 化 度を 高 め る 必

要 が あ ると思 う｡ところ で チ ー ムを作 り研 究 を経

営 す るというお 話 が さきほ どあ りまし た が､ 人 を

育 てるの は 簡 単 で は ない と思 い ます 。人 そ れ ぞ

れ に 癖 もあ れ ば レベ ルも違 い ます の で 我 慢 され

ることも多 い と思 い ます が 秘 訣 はご ざい ます か 。

良 い とこ ろ を 見 極 め て 伸 ば す の が

り ー ダ ー の 務 め

大 村　 悪 いところを見てもキリがない ので良い

ところを見ます。良いところを大事 にしてあげる

ことがチ ームワークでは重 要です 。一 つの領 域

の優 秀な大ば かり集まっても共 同研 究になりま

せん｡石垣 のように大きな石 も要 れば小さな石も

要ります 。日の目を見ている人 の裏 には 必 ず苦

労している大がいます 。そうした直接 評 価に繋

がらない 仕事をしている大もいるからこそ組 織

が 保 たれると思 います。それを見ずに同じレベ

ルでカットしていったら共 同研 究 になりません。

そうし て 育 て てい くこと　　
尹

χ

で 私 の 研 究 室 か ら は　　 ＞　｡1

110 人 が 学 位 を 取 って

い ます し30 人 が 教 授　　　･｡ ジフ　 ヤ や‰

にな って い ます｡ 教 授　　　　 ｀　・

になっ た から飛 びぬ け　　　 。

て 優 秀 か とい うとそ う　　 町?ﾌ ﾀﾞ　 、 、－

で もあ りま せ ん 。我 慢　　　 ゛ﾌ…
…
‘

､ト　 ト

あ

強くゴツゴツや る 人もい　　　　 ア　　 ｒ　　 卜

れ ば､ や り方 が 遅 くて　　　　　　7: 丿" ゛:`･l。

で、　 プリ イ　く
しょうが な い なと思 った　　　 うﾉ 罵M　　 ……

…

時 期 が あ っ た 人 もい　　　 卜漣　　
……
．　ｌ

る｡ リーダー は そ の辺 を　　　　　　　lil

見 極 め て い か な け れ　　　　　　　　　　 し

ば ならな い 。　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｅ

中 村 先 生 山 県

ｉ

で 人 材 育 成 を 進 め て

いらっしゃい ま す が そ の 発 想 はど こ から で てき

た のでしょうか 。

大 村　 山 梨 は 甲 州 財 閥と 言 わ れ るように 事 業

で 成 功 す る 人 は 多 い が そ れ に 比 べ 学 問 的 に

成 功 す る 人 は 少 ない 。中 村 さん の 行 動 力 は 山

梨 の 甲 州 財 閥 の 影 響 を受 け てい て､ そ の 精 神･

スピリッツを受 け 継 い で い るの で はない かと思 っ

てい ます 。ところが 山 梨 は 人 材 育 成 が どちら か

とい え ば 疎 か に なっ てい ると思 ってい ます｡ たと

えば 横 井 小 楠12 が 奨 学 し た 福 井 県 は 現 在､ 小

中 学 校 の 全 国 テ ストで 常 にトップ クラス｡しっ かり

伝 統 とし て 根 付 い てい る｡ 山 梨 にあ る工 場 を 誘

致しようとし たときに｢ 山 梨 は 人 材 が 不 足 して い

る｣ と言 わ れ たことが あ ります 。こ れで はい け な

い､ 発 展 す る た めに は 人 を 育 て なけ れ ば なら な

い と思 い､ 私 の 高 校 教 師 として の ノウハ ウを 活

'ゝ ;
，
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岑 、

かせ ないかと思って 立ち上げ たのが 山 梨科 学

アカデミーで す｡ 山梨 に縁のある大 学 教授 等 、

研 究 者 が県 内 の 小 中 高 等 学 校 で 講 演 す る｢

未 来 の 科 学 者 訪問 セミナ ー｣を20 年 続けて

います｡ 教育 は目に 見えない がもっとも確 実な

投 資 です 。株を買うよりも子 供 を教 育したほう

がよっぽどいい( 笑)。

教育 におい てはむやみに平 等主 義を貫くの

ではなく､そ れぞ れの才 能を伸ば すことが必 要

です｡ それぞ れ得て 不得 手 があり､誰にでも良

いところはある｡そ れを見つけ ず に｢ みんな同

じ｣ で伸 びる人を押さえつけてしまってはダメ。｢

一 緒 にゴ ールしなさい｣ と言って徒 競 走 の順

位をつけないような教育で は才能 が伸び ない。

人 間は一 人 ひとり違うのだから横並 びにさせる

ことはできない。

９：ゴールドスタイン(Josｅｐｈ Ｌｅｏｎａｒd G01dstｅｉｎ)､ブラウン(Michae1 Stｕａｒt Ｂrｏｗｎ):

ともに医学博士､ 遺伝学者｡ コレステロール代謝とその関与する疾患の研究によりノーベル生理学･医学賞を受賞。

10 レ秦藤樹:医学博士o日本の抗 生物質研究の草分けでロイコマイシン､マイトマイシンを発見｡1961 年北里研究所所長01972 年北里大学学長ｏ

ＩＬ ＨＭＧ-ＣｏＡレダクターゼ:ヒドロキシメチルグルタリルＣｏＡレダクターゼo

メバロン酸経路の律速酵素の一つo スタチン(メバスタチン､コンパクチンなどの総称)はこの酵素の働きを阻害することによりコレステロールを低下させる0

12 : 横井小楠:福井藩で政治顧問を務め私塾を開く｡門弟に徳富一敬( 徳富蘇峰･蘆花の父)ほか｡幕 政改 革･公武合体の推進に貢献した｢維新の十傑｣ の1人。

-

９
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中 村　 管 吐を大事 にして､人の良いところを伸

ば すことが 大 切。器 量が 良け ればそ れで勝 負

す ればいいし､頭 が良 ければ それで勝 負 すれ

ばい い。そ れぞ れの良い 点 で生 きていけ ばい

い。それが 個人を尊重 することになりますし､国

際 的に活 躍 する人 物を出していくた めには 必

要ですよね。

大 村　 御 茶 ノ水 大 学 の 藤 原 正 彦 教 授13 が

仰っていることに｢人を育てる三つの要 件｣ とい

うものがあります 。私 もまったくそのとおりだと

思っているのです が､まず一 つ目は風 光明 媚な

JT3J ⊃

場 所であること。韮崎は大 丈夫 だ､私も育ったし(

笑) 。次に神 仏を崇 める風 土があるところ。最

後に子供 の前で損 得の 話をしないことという要

件が 加 わります が､ 山梨 は教育 には良いところ

だと思います。

中 村　 昨年 田 舎 暮らしをしたい 人の移 住先 と

して山 梨 県がトップ14になりましたしね。北 杜 市

の 人気も非 常に高いです。

大 村　 いいところに美術 館を作りましたね(笑) 。

中 村　 いやい や私 の場 合 はキース･ヘリング好

きが 高じてたまたま美 術 館という形になっただ

けで すが､ 先生 は美 術に対してどのような思い

をもっていらっしゃいますか。

ア ー トと サ イ エ ン ス も

真 似 を し な い こ と が 強 さ に

大 村　 きれい なもの は 色 彩 にし ても形 にし ても

人 間 に 勇 気 を 与 えると思 うん で す ね。絵 が 好 き

だっ た の で 絵 画 中 心 の 美 術 館 を作 りました が 、

中 村 さん の 着 眼 も素 晴 らしい で す ね 。アンディ･

ウォー ホ ルと並 ぶ ポップ アートの 代 表 的 芸 術 家

の キ ース･ヘリングにこだ わって 。

中 村　 キ ース･ ヘ リングの 作 品 は､ 自 分 へ の ご

褒 美として 買 って 会 社 に 飾 ったらはっきり嫌 がる

人 もい まし た( 笑) 。彼 の 作 品 は 強 い メッセ ージ

性 が ありともかく感 情 を掻 き立 てる力 を持 って い

る。私 はそ こが い いと思 ってい ます 。

大 村　 誰 も考 えない ようなもの を形 にし たもの を

見 ると嬉 しくなります よね 。同 じきれい なもの で も

違 った 見 え方 が 表 れ てい たり。｢自 然 と芸 術 は

人 間を まともな もの に す る｣ とい うロ ーマ 時 代 か

らの 言 葉 が あります が 中 村 さん の 美 術 館 のとこ

ろ は自然 も豊 か で 素 晴らし い で す ね 。

中 村　 女 子 美 大 の 理 事 長 を務 め られ る 先 生

にそうい って い た だけ ると嬉し い 限りで す 。先 生

が 作 ら れ た美 術 館 で もサ イェ ンティストとし ての

何 か こ だ わりが あ ると思 って い るの で す が い か

が でしょうか 。

大 村　 真 似 は 絶 対し ない ことで す ね 。やりたい

ことが か ち 合 ってしまっ たらす ぐに 別 のことをや

ります 。特 許 料 が 入っ たの で 病 院15を作りまし た

が､ 日本 で 初 めて 建 築 の 段 階 か ら美 術 館 のよう

に 絵 画 を 展 示 できるようにし まし た｡ 日本 の 病 院

にお け るヒ ーリングア ートの 先 駆 け で す｡ 患 者 さ

ん には 喜 んでい た だけ る方 も気 に 入って い た だ

け な い 方 もい ます が､ 興 味 が あ る か ら 文 句 も

言 ってくれると思 って 気 を 遣 い な がら 彼 是 入 れ

替 え たり直し たりしてい ます 。

中 村　 どうい っ た 観 点 で 収 蔵 品 を 選 ん だ の で

す か 。

大 村　 私 か 最 初 か ら 選 んでし まうと偏 ってしま

うの で､ 初 め の600 点 は 公 募 展 で 集 め まし た 。い

ろい ろな 分 野 の 方 々に 審 査 員 になっ てもらって6

回 ほど や りまし た｡ し か も優 秀 作100 万 円､ 準 優

秀 作50 万 円､ 入 選30 万 円 とい っ た形 で 権 利 ご

と買 い 取り､ 後 々の 展 覧 会 などで の 調 整 の 手 間

を 省くという今 までに ない やり方 にしました｡ こ れ

が ベ ー スとなって 寄 付 の 申し 出 や 画 商 からの 売

込 み が あって 増 え てい き､ 現 在､ 北 里 研 究 所 に

は1700 点 を 超 える絵 画 を 収 蔵 して い ます 。こ れ

だけ 持 ってい る学 校 法 人 は 珍しい で す 。

中 村　 医 薬 品 開 発 の 薬 効 評 価 で は､ 従 来 の ス

クリーニ ング方 法 で 行う場 合 とまっ たく新 しい 評

価 方 法 を 開 発し て 新 た な 評 価 シス テ ムで 行 う

場 合 に分 か れ ます が､ 後 者 のほ うが オリジ ナリ

ティが あ り強 い 。オリジ ナリティのあ る成 果 を 出

す に は み ん な が や っ た 方 法 で なく自ら クリエ イ

ティブ なものを 作り出し ていくことが 大 切 で す ね 。

大 村　 そ の 視 点 は サ イエ ンスで も企 業 で もまっ

たく同じ で 真 似 はダ メ。真 似 す ると一 見 良 い も

の は できるの で す が 長 持 ちしませ ん 。

中 村　 サ イエ ンスとア ートは 意 外 に 近 いところ

にあります よね。

大 村　 物 理 学 者 であり随 筆 家 でもある寺 田 寅 彦

が 科 学 と芸 術 の 関 係 につい てエ ッセイを書 いてい

ますが､ 科 学 も芸 術 も元 は同じ｡ 自然 を絵 に 描くの

か 理 論 的 に捉 えようとするか の 違い でしか ない 。

ゴ ル フ も サ イ エ ン ス

中 村　 真 似 をし な いことに 加 え て 先 生 は 非 常

に凝り性 で 徹 底 的 に お やりになる。ゴ ルフも始 め

てすぐ にシング ルになったとお 聞 きしました 。

大 村　 こ れも人 と同じことをし ない ことで す｡ 仲

間 が ラウンド の前 に朝 早くから 一 生 懸 命 練 習 場

で 打 ってい て も私 は パ ターを少 しや って 芝 の 重

み を 見るぐらい 。そ の 代 わりラウンドが 終 わって

み ん な が 一 杯 飲 んで い るときに練 習 場 にいく。

復 習 して 自分 のそ の 日の 失 敗 をしっかり認 識 す

るんで す 。もうひとっ は 上 手 な人 とやること。自 分

よりも下 手 な人 とや って 勝 って 喜 ん で い てもうま

くならない 。5年 で ハ ンディ５になっ たら､ 仲 間 か

“
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らどうやったら 上 達 できるん だと聞 か れ るの でゴ

ルフ場 で 講 演 をし まし た｡ そこ で ハンディの 年 次

変 化 の グラフを作 った の で す が､ 一 本 調 子 に下

が ってきた の では なく､あ るときに行 き詰 って そ の

後 一 気 に 下 が って い る。行き詰 まって いるときに

練 成 会 に 入 れ て もらって うまい 人 た ち の 中 で

やって い ました ね 。そ の グラフは 北 里 大 学 メディ

カル セ ンターの 記 念 館 に 飾 っ てあ る の でよろし

かったらご 覧 に なってください( 笑) 。

中 村　 まさに サ イエ ンスで すよね 。

大 村　 自 分 に 合う方 法 で やることで す ね｡ 朝 早

く起きる の は苦 手 で す からパ ターぐらい で( 笑) 。

あ え てい うなら コンペ の 時 に は 体 調 を 整 えて 良

く眠 ることを心 が け てい まし た ね。病 院 を作 る 事

業 で 忙しくてし ばらくゴ ルフ から 離 れて い まし た

が 最 近 ようやく戻 って きまし た 。

中 村　 最 後 に い まの 若 い 人 た ちに 期 待し て い

ることを教 え てくだ さい 。

大 村　 失 敗を恐 れるな､ということで す 。か っこよく

やろうとし て 挑 戦 する 気 持 ちが ない ように 思 え
ま

す。成 功 する 人は自分 を含めて 誰よりも失 敗した 人

だと思うんで す ね｡ いまの若 い 人 は 失 敗 するとｶﾞｯｸﾘ

してしまい ます が､ 失 敗 を恐 れて はダメだよ､失

敗 が 成 功 の元 なんだよとい った 話をよくしてい ますO

中 村　 イペ ルメクチ ンは 静 岡 県 伊 東 市 の 川 奈

ゴ ルフ 場 近くか ら採 取 され た 土 か ら 見 つ か っ
た

そうで す が､ そうした 素 晴 らしい ものを 発 見 でき

る 人もい れ ば そ うでな い 人 もい る。

大 村　 運 はど うこうで きるもの で は ありませ ん

が｢ こうし たい｣ と求 め てい なけ れ ば ダメで
す 。

そ れ が な いと 何 をや って もうまくい きませ ん ね 。

研 究 室 に 大 勢 人 ってくるようにな ると､ 自 分 でゼ

ロ から組 み 立 てるの で は なく他 人 の 真 似 を
し た

り他 人 の アイデアを改 良し ようとす る若 い 人 もい

ます がこ れ で はダメで す｡ ダ メだ ダメだと言 い 続

け て い ます が な か な か 変 え るの は 難し い 。い つ

まで 続 け られ るか 分 かりませ ん が 指 導 を続 け て

いきたいと思 い ます 。

中 村　 いろ いろなお 話 を聞 かせ て い ただき勇 気

をい ただきまし た｡ 本 当 にありがとうござ いました 。

11

13 : 藤原正彦:理学博士｡ 随筆家。

主な著書に｢ 若き数学者のアメリカ｣｢国家の品格｣ 。14:

ＮＰＯ法 人ふるさと回帰支援センター調べ。

15 : 北里大学メディカルセンター(埼 玉県北本市)。

大村 先生のこだわり｢オレンジ色｣

思 い つ い たこと見 聞 きしたことを何 でも書 き込 む手 帳 計 腹 中 有 書] は 六 中 観

の 最 後の 一 つ( 他 は､忙 中 有 閑 苦 中 有楽
死 中 有 活 壷 中有 天 意 中 有 人) 。

オレンジはどこにお い ても目立 つ 色 とし てこだ わりを
持 ってい る。薬 学 部 の 教 授

になった時 に 始 めたＫＭＣ(Kit ａsａtｏ Ｍｉｃrobial Chemist
ｒｙ)セミナ ーのポス

ターの 用 紙 も当 時 なか なか手 に 入らない オレンジ色を使 用してい た。
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最先端の現場から③

ノンフィクション作家・褐協大学特任教授　 山根 一筒

ｔ

史上最大の電波望遠鏡

｢アルマ｣が捉えた惑星誕生の現場

南 米チリ､アンデス山 脈の 標 高5000 メートル

のアタカマ高 地。ここに史上 最大 の電 波 望遠 鏡｢

アルマ｣ がある。日米欧 による過 去最 大の国 際

共 同プロジェクトとして建設が 進められ､構想 か

らおよそ30 年､ やっと開所 式を迎えたのは2013

年3 月のことだ。

｢アルマ｣ は66 台 のパラボラアンテナからなる

電波望 遠鏡で､可 動式のそれらを山の手 線ほど

の広さに配置 すると口 径16 ～18 キロメートルの

巨 大レンズをもつ望 遠鏡と同じになる｡ 私は､草

木 一本もない火 星のような乾ききった標 高5000

メートルの現場を2度訪 ねているが､空 気中の酸

素 は地上 の2 分の1 ．息 も絶 え絶 えの辛 い経 験

だった。あらゆる天体は｢ 光｣だけでなく｢電波｣ を

発している(い ずれも電 磁波)。宇宙 誕生直 後の

およそ138 億年 前に発した電波も地球に届いて

いるが､それはあまりにも微弱 。しかも水蒸気を含

む地 球の大気 によって減衰してしまうため､これ

までほとんど観 測が 不可 能だった｡そこで､地球

上で大気 中の水蒸気 量がもっとも少ない理想の

場所として､ここ､アタカマ高 地が 選ばれたのだ。

♂Ｗ ･
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アルマの狙い のひとつ は､私たちの地球 のよ

うな惑 星が､どのようにして作られたのかを知る

ことだ。それは､ 地 球 に生きる私 たち､｢ヒト｣に

とっても何 よりも知りたい 大きな謎でもある。その

謎 は､ すでにできあがった太 陽 系で 知ることは

難しい｡しかし､今､まさに惑星 が作られつつあ

る天 体が観 測できれば､ 誕生 時の 太陽系､ そし

て地球の作られ方が わかるはずなのだ。

惑 星の誕 生は天文 学でも大きな課 題で､さま

ざまな惑 星形 成 論が 熱く交 わされてきた｡惑 星

科学 者で小惑 星探 査機｢ はやぶさ2｣のプロジェ

クトサイェ ンチストの 渡遵 誠一郎さん(名古 屋 大

学) にその 惑 星 の誕 生 につい て聞い た のは、2014

年秋 のことだった｡ 渡漫さんは､こんな説明

をしてくれた。

｢1960 年 頃までの惑 星形 成論 は荒 唐無 稽なも

のが多 かったんです｡たとえば『遭遇 説』はその

ひとつです｣

恒 星Ａの近くを恒 星Ｂが 通 過する時に その

重 力で恒 星 Ａの物 質 が引きずり出されて惑星

になったというのが｢ 遭 遇説｣｡ だが､この惑 星

誕生 説は 不可 能だと証 明されてい る｡そ れに

代わり提 唱されたのが京 都大 学の林忠 四 郎博

士による｢ 京 都モデル｣だ。

｢宇宙にある星間ガスや塵が集まって太陽の重

さの100分のほどの円盤ができ､中心となる恒星(太

陽)と惑星が同時 に作られたという理論です｡これ

が､惑星誕生の世界の標準理論になっています｣　

林博士 のこの理 論は､観測ではなく物 理法 則

にもとづく計 算を積 み上 げて構築された純粋 理

論だ｡宇宙 のいずかかでそんな惑 星が誕生しつ

つある現 場を観測 することなど不 可能だった。

この話 は､私 か構 想 時 代から続けてきた｢ア

ルマ｣ の 取 材 で､ 国 立 天 文 台 の 電 波 天 文 学 者

た ち が 繰 り返し 口 にし てい た､｢ 惑 星 の 誕 生 の

様 子 を 観 測し た い｣ という言 葉 を 思 い 起こさ せ

た｡｢ アル マ｣ は､2013 年 の 開 所 式 以 降､ 多 くの

新 発 見 を手 にして きた が､｢ 惑 星 誕 生 の 現 場｣

の 観 測 は 夢 また夢 だろうと思 ってい た 。

ところが､｢ はや ぶさ2｣の取 材 で渡 逼さんとそんな

話を交 わした わずか1 ヶ月後 の11 月6日､ 私 は､ 国 立

天 文 台 の 発 表 に接して､ 腰を抜 か す 思い がした。

アルマ望遠鏡、｢視力2000｣ を達成!

一 史上最高解像度で惑星誕生の現場の
撮影に成功

それは､およそ40 台のアンテナを直 径15 キロ

メートルに広 げて 観 測したという｢ おうし座ＨＬ

星｣ の 観測 画像 だったが､頭 に血がのぼるほど

興 奮した｡ それは､まるでＣＧで 描い たかのよう

に､中心の明 るい星を取り囲 む幾重もの円か鮮

明に捉えられてい たのだ｡あの｢ 京都理 論｣ の模

式図そのままの画像ではないか!

国立 天文 台は､この観 測成 果に日米 欧の｢ア

ルマ｣ の 天 文 学 者 たちが 驚 嘆 したことを､ こんな

風 に伝 えている 。

｢ 最 初 にこ の 画 像 を目にし たときには､ 私 た ちは

そ のあ まりの 高 精 細 さに言 葉を 失うほど 驚きまし

た｣( ア ル マ 望 遠 鏡『長 基 線 試 験 観 測 キ ャン

ペ ーン』プロ グラムサ イェ ンティスト､ キャサリン･ヴ

ラハ キス氏)

｢ 惑 星 系 が できてい くようす が 手 に 取 るように 見

てとれる 画 像 が､ こん なにも早 くアルマ 望 遠 鏡 で

観 測 できるとは 思 い もよりませ ん でし た｡ 私 か 生

きてい るあ い た に 惑 星 系 が 形 成 さ れ てい くよう

す が 実 際 に 見えるようになることは ない だろうと

思ってい ました｣( 国 立 天 文 台､ 林 正 彦 台 長)

この ビッグ ニ ュ ー スに 接し て すぐ､ 私 は 国 立

天 文 台 の 長 谷 川 哲 夫 チリ観 測 所 長 とテレビ 電

話 インタビ ュー を 行っ た が､ や はり大 きな 驚 きを

もってこ の 観 測 結 果 の 報 告 を 受 け たとい う｡ そ

して 長 谷 川さん は､ こう口 にし た。

｢この 次 は､ 異なる 波 長 で 惑 星 が で きつつ あ ると

思 わ れる 円 の 帯 の 部 分 にどん な 物 質 が あ るの

か､ とりわけど んな 有 機 物 質 がで きつ つあ る かを

調 べ ることに なるでしょう｡ た またまあ の 画 像 の

公 開日に 現 地を 訪 問 中 たった 東 京 大 学 の 生 物

の 専 門 家 チ ー ムが､ こうお っしゃって い まし た 。

『宇 宙 生 物 学 の 扉 が 開 い たような気 が す る』と｣｢

は や ぶさ2｣ の 目的 の ひとつ は生 命 誕 生 の解 明

だ が､ 各 国 の 宇 宙 探 査 の 目的 も生 命 起 源 が 目

立 つ｡ 私 とは 何 か､ 私 はどこか ら来 た の か､ な ぜ

こ の 宇 宙 で 生 命 は 誕 生 し た の か … … 。｢ア ル

マ｣ は 約450 光 年 彼 方 の 天 体 の 観 測 によって 、

人 類 にとって もっとも根 源 的 な 問 へ の 答をさらに

詳 細 に 描 き出し てくれるに 違 い ない｡ 今 後 の｢ ア

ルマ｣ の 成 果 に大 い に 期 待してい る。

【山 根 一 員 プ ロフィー ル 】

(やまね かずま)1947年東 京生まれ｡濁協大 学外国 語学部 卒｡大学時 代からジャーナリズムでの活動を

開 始｡アマゾン､生 命科 学､宇宙､深 海など人類 のフロンティアを追い 続ける一方､週 刊誌で日本の技術

者との対談｢ メタルカラーの時代｣ を約18 年 続け､単 行本･文
庫本合 わせて25 冊を出版｡ＪＡＸＡＳ嘱託 、

理化学研 究所 相談役､日本生 態系協 会理事､福 井県文 化
顧問｡1999 年から濁協大 学特任 教授として

講義を続けている｡日本文 藪家 協会 会員｡ 最 新刊 は『小 惑星 探 査機 はやぶさ2 の大挑 戦』(講談 社｢

ブルーバックス｣)O｢ スーパ ー望 遠鏡『アルマ』の創造
者たち｣( 日経BP コンサルティング)は近刊予 定。

１
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昨 今 の ウクライナ､ クリミア 情 勢 に つ い て小 説 家 の 塩 野 七 生 は､｢ ヨー

ロッパ の 人 々はクリミア戦 争とナイチ ング ールを 思 い 起こ す だろう｣と書 い

て います 。ナイチング ー ルは､｢ 天 才｣ でし た。彼 女 が 統 計 学 者 で もあり、

様 々な 統 計 解 析 を 用 い て､ 病 院 に 科 学 を持 ち 込 ん だことを皆 さん はご

存 知 で す か?

彼 女 は､ イギリスの 資 産 家 であ るナイチ ング ール 家 の 次 女 とし て 生 まれ ま

し た。イタリアのフィレンツェで 生 まれた の でフロ ーレンスと名 付 けられ てい

ます｡ 彼 女 は 正 式 な 教 育 は 受 け て い ませ ん｡ お 金 持 ち の 子 息 は 当 時 、

家 庭 教 師に より哲 学､ 数 学､ 科 学 や 語 学 等 の 高 等 教 育 を受 け てい ます 。

ナイチング ー ルも家 庭 教 師 と父 親 から高 等 教 育 を受 け て い ます｡ 少し 変

わった 子 供 で､ 高 等 数 学 に 熱 中したり､哲 学 書 を読 み ふ けったりして い た

事 が 伝 記 にも書 か れて います｡ 数 学 は 後 に統 計 学 者とし ても活 躍 す るナ

イチ ング ー ルの役 に 立 ちます｡ ナイチ ング ー ルは16 歳 の 時､｢ 神 が 大 った｣

と書 き残し てい ます 。神 が 彼 女 の 体 に 宿り､ 世 の 中 の ため､ 困 った 人 の 救

済 をす る使 命 が 与 えられ たというので す 。長じて 周 囲 の 猛 反 対 を押し 切

り､彼 女 は看 護 師となって います 。そし て､ 病 院 に科 学を持 ち込 み ます 。具

体 的 に は ① 配 膳 エ レベ ーター　 ② ナ ースコー ル③ 温 水 配 管 を病 院 に 設

置した ので す｡ こ れは､ 看 護 業 務 を楽に す るため です｡ 今 なら当 然 の 設 備

で す｡ そ の 後､ クリミア戦 争 で看 護 師 とし て大 活 躍し､｢ 白 衣 の 天 使｣ と呼

ばれるようになります｡ 戦争終 結後､ 一躍英 国のヒロインとなったナイチン

グールは政治家､哲 学 者､数 学者､統 計学 者としても八面六腎 の活躍を

します。

統 計学 者としては､当時まだ､棒 グラフくらいしか使 われていない 時代に

初めて｢視覚化した円グラフ｣を用いて疾病解 析､病因解析､ 様々な統 計

解析､ 分析を行っています(図参照)。こうした分析 で､病 院にはI.清 潔､2.

栄 養､3.空気 の循 環が必 要であると結論付け､それらが円滑に行われる

ような病 院設計まで行っています｡これを｢ナイチング ール型 病 院｣と言い

ます｡ 今でも世 界中でこのタイプの病 院建 築が標準となっています。皆さ

んが 読んだナイチングールの伝記のほとんどが｢ 看護｣ に関 するモノだと

思います。是非､ 統計学 者､医療 人､政 治家､哲 学者としての伝 記も読ん

でみてください｡とても面白いです。彼女は天才でしたから､周りの人々は

困惑し､なかなか理解されなかったのですが､そんな事は構わずにドンド

ン仕 事を進めてい たそうです｡周 囲との軋慄はすごく､文字通り死屍累々

でした｡しかし､彼女 の行った事 は｢科学 的に正しかった｣と証明されてお

り､今も彼女の考えは深く浸透し､影響を与えています。

文・医療法人社団エミリオ森口 理事長

芝浦スリーワンクリニック 院長 望月吉彦
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ナ イ チ ン グ ー ル が 履 い て い た と さ れ る モ カ シ ンPhotoby
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日本と米国に研究所を有する唯一の分析ｃＲｏ

rJcL バイオアッセイ｣がシミックグループに仲間入りしました

日本と米国に研究所を有し､医薬品開発におけるバイ

オアナリシス(生体試料中薬物濃度分析)および製剤

化研究の医薬品品質安定性試験を受託する分析ＣＲＯ

「(株)JCL バイオアッセイ｣が2015 年3月よリシミック

グループに参画しました。

(株)応用医学研究所との連携を通じて両社のサービス

基盤の強化､受託機会の増加や稼働率向上が期待でき

るとともに 国内外の顧客ニーズにマッチした品質およ

び効率的なサービスを提供することを目指します。

( Ξ)
ＩＣＬ Ｂｉｏａssａy ＣｏrPor ａtiｏｎ

株式会社JCL バイオアッセイ

設　　立:2005 年4月

従業員数:160 名(2015 年４月現在)

事 業 所：大阪本社､横浜オフィス

研 究 所：西脇ラポ､大阪ラボ､米国ラポ

シミックグループ入社式2015

2015 年 春､ シミックグ ル ープ の 入 社式 を行 い まし た。

今 年は167 名の 新 入社 員 が新 たにシミックグル ープ の

一 員となりました。またインタ ーンシップも 積 極的 に受

け 入 れてい ます｡ 従業 員 数 は創 業 時より年々 増 加し現

在で は約5800 名となりました。

C ＭIＣ ＶIEＴＮＡＭ ＣＯＭP ＡＮＹ LIＭIＴEＤ

現 地 法 人｢ ＣＭ に ＶＩＥＴＮＡＭ ＣＯＭ ＰＡＮＹ ＬＩＭＩＴＥＤ｣

を 設 立し まし た 。

日 本 の 医 薬 品､ 医 療 機 器 や サ プ リメント な ど の ベト ナ ム

市 場 へ の 導 入 支 援･ ヘ ル ス ケ ア 事 業 領 域 に お け る コ ン

サ ル ティン グ 業 務 を 行 って い き ま す 。

将 来 的 に は ベ ト ナ ム 市 場 に お け る ＣＲＯ･ ＣＭ Ｏ 等 の 展

開 を 目 指し ま す 。
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L-FABP が医工連携事業化推進事業にて

モデル事業に選ばれました

シミックホールディング スがトラストメディカル 株式 会社と共同

で進 めている｢L-FABP を活用した簡易型腎疾患 診断機器・1の開

発･海外展開｣が医工連携事業化 推進事業問 こ採 択さ れており、

さらに107 件ある事業の中からモデル事業として選ばれました。

国が医 療機器産業を成長産業として捉え､日本 発の革新的機器

の 開発や日本 製機器の海 外展開を後押しする 動きが 強化さ れ

ている中で､｢L-FABP｣ の簡易型腎 疾患診断機 器の海外展開 が

高く評価されました。L-FABP は腎 障害バイオマーカーとして国

際的な利用拡大に向けて大きな進 展力倆 待されています。今後

も 研究･開発を進めていきます。

MEDTECJapan

最新技術フォーラム

での講演

※1　簡易型腎疾患診断機器

イムノクロマトリーダー:L-FABP PointofCare Kit 専用読取装置

※２ 医工連携事業化推進事業

日本が誇る「ものづくリカ｣を活かした医療機器剔出を促進するために

経済産業省が厚生労働省･文部科学省と連携して進めている事業

日経ｗｏＭＡＮr女性が活躍する会社Best100｣ で

59 位にランクイン

｢日経ＷＯＭＡＮ｣2015 年5月号｢女性が活躍する会

社Best100｣ にて59 位にランクインしました。

このランキングは､管理職登用度､ワークライフバラ

ンス度､女性活用度､男女均等度の合計得点を偏差

値に換算して順位づけしたものです。全社ランキン

グでは総合59 位､同業種ランキングでは9位と昨年

より高い評価をいただきました。

シミックグ ループ では 今後も､ 様々 なライフイベント

に対 応 する 独自 の人 事 制 度を 整えるととも に 女 性

の登 用や 働きや すい職 場 環境づくりに積 極的に取り

組 んでまいりま す。

シミックグループ は今年も｢ブラジル巡回診療活動｣を応援します

毎年､ブラジル日系人医師森ロエミリオ秀幸氏が行う｢ブラジル巡回

診療｣の支援プロジェクトが今年もスタートしました。

シミックグループでは､この活動の意義に賛同し昨年に引き続き今

年も従業員による支援金の寄付を募っています。

この 年1 回の 診療を心 待ち にしている日系 移 住者の 方の 期待に応え 、

毎年 継 続していけるように貢 献してい きたいと考えて います。

ブラジル巡回診療とは?

ブラジルの日系移住者の治療･健康管理･

疾病予防を行うために毎年健診バスでブ

ラジル南部を巡回し日本語による診察を

行っているボランティア活動です。

1930 年代から親子三代､80 年以上に渡っ

て受け継がれています。

17

WEB 募金 サイトによる募金活動を行なっています。

ご賢 同いただける方は下 記URL にアタセスして

お手続きをお 願いします。

皆様からのあたたかいご友 援をお待ちしております

Ｊ Ａ Ｆ吸 Ｎ Ｇ ＩＶ ＩＮ Ｇ

ｈttp://japangi ｖing･Jp/p/2190
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緻 密 に、着 実 に、でも 大 胆 に 。

シミックグ ル ープ の 各社･ 各 部 門 の

活 気 みな ぎ る仕 事 ぶりを

現 場 ス タッフカf密 着レ ポ ートし ます 。 C ＭＩＣ⑩IＮＧ

GUi- Ｈ Ｕａ “Ｃ Ｏｉｎ” Ｑｉａｎ

Ａｓｓｏｃｉａtｅ Ｄｉrｅｃtｏr

ｏｆ Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ Ｓｅrｖｉｃｅ Ｇrｏｕｐ

Ｃ Ｍ ＩＣ Ｃ Ｍ Ｏ ＵＳＡ ＣｏrPor ａtiｏｎ

急

私 の 所 属 す るＴｅｃｈｎｉｃａＬＳｅrｖｉｃｅ Ｇrｏup で は 、

経 口 医 薬 品 に 特 化 し､ 処 方 検 討､ 工 程 開 発､ ス

ケ ー ル ア ップ､ 治 験 薬 製 造 な どR ＆Ｄ サ ー ビ ス を

ご 提 供 し て い ま す 。ま た､ 将 来 の 商 用 生 産 に 向

け た ク ラ イ ア ント の パ イ プ ラ イ ン の 検 討 も 行 っ

て い ま す 。

シミックグループの米国医薬品製造拠点であるＣＭＩＣ

ＣＭＯＵＳＡ(ＣＣＵ)の工場は､多くの製薬企業の集まる

米国ニュージャージー州にあります。

Phot ｏs t ａ ｋｅ ｎ ｂy Ｓ ｏ ｎ ｇｆｅ ｎ ｇ Ｌ ｕ ， Ｓ ｅ ｎ ｉｏr ｓｃｉｅ ｎtjｓt ｏf Ｃ Ｃ Ｕ

C ｏｉｎさ ん は､ 流 動 層 造 粒 技 術 のPh. Ｄ(

博士) で 高度 な専 門 知 識が あり､製 剤技

術 におけるＣＣＵのリ ーダ ー的 存 在で す。

名 字 が｢銭｣ という漢 字 な ので､ 親し みを

込 めて｢Ｃｏｉｎ｣と呼 ば れていま す。

命 孝 一

MikeO' Ｄｏｎｏｇｈuｅ
Mike ELlis
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EFX 端

ET 域

先 日“か すみ がうらマラソン" に出 場しました。

ＣＳＯ 事 業 を展 開 す る｢ シミック･アッシュフィー ルド( 株)｣ 代 表

取 締 役 の英 国 人 グレング･プリンとともに初 の フルマラソンヘ挑

戦し､無 事 完 走 することができました。

ランニング は10 年 ほど前 か ら毎 週 末 徐 々 に 距 離 を増 やしな

が ら続 け てきましたが､42. １９５Ｋｍは 未 知 の 世 界 。スタート前

は 緊 張 もありましたが､ 走 り始 め ると沿 道 か らの 声 援 や ラン

ナ ーを楽しませる 趣 向 を凝 らしたエ イトサ ービスが 大 変 な 盛 り

上 がりで 参 加 者 と地 元 の 皆さんが 一 体 どなって楽しむ素 晴 ら

しい 光 景 でした。どうやら､私 もグレッグもマラソンの 魅 力 には

まってしまった様 で､ これ からも機 会 を見つ け てー 緒 に 参加 しよ

うと約 束 する事 に … 。

現 在､ 日本 のランニ ング人 口 は10 年 前 に比 べ約1.５倍 増 。世

界 で 最 もランニ ング 文 化 が 浸 透してい る米 国 でのフ ルマラソ

ン完 走 者 の 数 は日本 の 倍 で す が､ 総 人 口 比 では日本 の 方 が

多 いようで す。また 、｢ランニングを続 ける理 由ＴＯＰ４｣ で は
、

日本 は① 健 康 の ため ② 楽しい から ③ レースに出るため ④ 体

型 維 持 の ため。米 国 は① 体 型 維 持 の ため② 健 康 のため ③ ス

た ま ねぎ を炒 める 。
㎜ ■㎜ ■■■■㎜㎜■㎜ ㎜㎜■■■■ ㎜ ㎜■㎜■■■■■ ■ 　 ■■■ ㎜㎜㎜■ ㎜㎜ ㎜ ㎜ W ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ W 　 ■■■■■■■■■㎜㎜㎜㎜㎜ ㎜㎜ ■㎜㎜ ㎜ 　 　 　 　 　 　 　 　

㎜㎜ ㎜ 　 ㎜㎜ ㎜ 　 　 ㎜㎜

⑤ ス

ー

プ を 加
え て ､ 塩 ･

コ シ

ョ

ウ で 味 付 け し ､ 米 を 振
り 入 れ る

。

⑥最後|
レ モ ン を 添 え て ､ そ の ま ま 食 卓

へ

。

■ ■■ ■ ■ ㎜ 　 　 ･ - ･  ･ ･ ･ ･ = －  ･ n a ■■ a l i i ㎜ ㎜ ㎜■ ■ ■㎜ ■■ ■■ ■ ■ 　 ㎜ ㎜ ㎜㎜ ■㎜ ■㎜ ■ ㎜■ ■ ■ ■ ■ 　 　 　

■ ■■ ■ ■■ ■■ ■ ■■ ■■ ■ ■ ■

ホイルでおおい

ﾄ レ゙ス発 散 ④ 楽しい から。走 ることそのもの に意 味 を見 出 す 米

国 に対 し､日本 では 大 会 に出 る事 を目的 に取 り組 んでい る傾

向 があると言えるかもしれませ ん。

初 完 走 で 浮 か れてい る私 です が､ 元 々スポ ーツ 関 連 の 仕 事

をしてい た前 職 時 代 に 選 手 と一 緒 に走 り始 め たら心 身 ともに

コンディションが 良くなり続 けてきたランニング､ その 当 時 の 気

持 ちを忘 れず 楽しく継 続してい きたい と思い ます 。

皆さんもFun t ｏ Ｒun 如 何 です か。
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※ ご 来 社 の際 は 、22 階 総合 受 付ま で お越 し く ださ い
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